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オーガニックプロデューサーの取組について
令和6年度 オーガニックプロデューサー支援事業

2025年1月16日
一般社団法人 次代の農と食をつくる会







私たちについて

千葉 康伸 代表理事／ 株式会社 農楽 代表取締役
土佐自然塾、山下農園で2年間研修したのち、神奈川県愛甲郡愛川町で新規就農。「五感を
研ぎ澄まして、畑で自分の感性に焼き付けること」という山下一穂氏からの教えを実践。野
菜類を約50品目栽培し、県内の生協・イオン・ビオセボン、小田原市内のレストランへの販
売が主。 農業を子供達の憧れの職業に！と願い、研修生の育成にも注力。また農場外でも有
機農業参入促進協議会代表、アグリイノベーション大学校専任講師、丹波市立農の学校特別
顧問を務める。2018年より「 一般社団法人 次代の農と食をつくる会」代表理事。オーガ
ニックや有機農業の枠をこえて、次代の持続可能で多様性のある豊かな社会を目指している。

高谷 裕一郎 理事／五段農園
岐阜県白川町で営農するほか、完熟堆肥の専門家としてコンサルティング活動や学校の主催、
他事業と連携した堆肥づくりプロジェクトによる地域資源循環の実践と啓蒙、また自ら作っ
た堆肥を使用した有機培養土の全国販売などをおこなう。奈良県天理市では、地域資源を効
果的に活用した堆肥づくりの指導を実施。

森 昭暢 理事／安芸の山里農園 はなあふ
東広島市の中山間地で2011年から少量多品目栽培をおこない、地域での体験イベントや農園
見学会などを実践。また土壌医として広島土壌医の会 会長をつとめ、また未来につながる持
続可能な農業推進コンクールで農林水産省農産局長賞を受賞するなど、生産者としても多く
の知見を有し講演活動などもおこなう。



種藤 潤 副代表理事／（一社）オーガニックヴィレッジジャパン

間宮 俊賢 副代表理事／事務局長

工藤 翔佳 事務局

私たちについて

松本 直之 監事／松本自然農園・株式会社ノーティスト・農Tube委員会
愛知県豊田市で少量多品目栽培に取り組むほか、野菜の収穫サブスク農園モデル「はたけ
ビュッフェ」を2023年リリースし、都市近郊・中山間地など条件不利地域でも経営が成り立
つ農業を提案。また農業YouTuberとして経営、栽培、農場や団体、制度や補助金、統計分析、
農政などの情報をYouTube動画で配信。

髙橋 勉 理事／株式会社マイファーム
国内最大級の有機JAS認証機関で2024年まで理事長を務めたのち、マイファームに移籍。
オーガニックプロデューサーとして有機JAS認証やGAP認証に関するセミナーの実施や実情
に応じたアドバイス、コンサルティングが可能。



事業実績

2016年-2018年度
農林水産省「オーガニック・エコ農産物安定供給体制構
築全国事業」のうち、生産・実需情報共有・調整システ
ム構築支援事業／消費者・実需者等理解増進活動支援事
業／新規参入・定着等促進支援事業等を担当。

2019年度より
農林水産省「有機農産物安定供給体制構築事業」のうち
オーガニックビジネス拡大支援事業（令和６年度より
オーガニックプロデューサー支援事業）を担当。

2022年度より
・有機農業産地づくり推進事業（オーガニックビレッ
ジ）に取り組む自治体に対する支援を開始。
・千葉県いすみ市の野菜栽培技術向上支援を開始。

2023年度より
・「グリーンな栽培体系への転換サポート」に取り
組む自治体に対する支援を開始し、栽培マニュアル
作成にかかる助言等も一部地域で実施。
・神奈川県相模原市の有機栽培実証事業などに対す
る通年監修を開始。

2024年度より
・茨城県笠間市の有機栽培実証事業などに対する通
年監修を開始。また、オーガニックビレッジ宣言の
発出に至るまでの計画づくり全般をサポート。
・香川県三豊市の有機栽培実証事業に対する通年監
修を開始。
・兵庫県丹波市で「たんばオーガニックフェア」の
企画運営を担当。



farmO - ファーモ
生産者や買い手を応援し、オーガニックや有機農産物の流通を
促進させるためのマッチングサイト構築と運営。（2024年4月
より株式会社坂ノ途中に事業譲渡）

次代の農と食を語る会（勉強会、交流会）
生産、流通、小売、IT、デザイン、料理人といった垣根をこえ
てつながり合い、深め合い、出会いと交流が生まれるサロンを
目指して2018年より開始し、これまでに50回以上開催。

有機農業の日／オーガニックデイ
毎年12月8日「有機農業の日（オーガニックデイ）」事務局と
してロゴマークやノベルティの頒布、SNSフォトコンテスト等
を実施し、事業者を支援。

事業実績
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資料：農林水産省作成

全国の有機農業産地に
「オーガニックプロデューサー」
を派遣して、課題解決を支援

オーガニックプロデューサー支援事業の概要



支援展開フロー
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① ヒアリング 産地の現状と課題を丁寧に聞き取ります

② 支援内容のご提案 ヒアリングとご要望を踏まえて

③ 派遣の実施 伴走型支援／スポット支援

④ 次回派遣の調整 フィードバックを踏まえてご提案します

⑤ 支援の終了 自走化に向けて

オーガニックプロデューサー支援事業の概要



担当OP：千葉康伸／橋本力男／川田肇
3年計画で生産技術指導と販路開拓、グループ出荷
支援を中心に、野菜産地としての確立を目指す

10

有機野菜の栽培技術向上支援を3年プロジェクトで
実施。専門家による土壌分析や完熟堆肥づくりレク
チャーもおこなう。3年目は市内農地の土地改良を
おこない、新規就農者らの学ぶ場所として研修圃場
を設置。

販路開拓支援としては独自ブランド「いすみそだ
ち」確立に向け、市内スーパーでの地産地消コー
ナーづくり、グループ出荷の展開を支援した。

支援事例：千葉県いすみ市



担当OP：千葉康伸

協議会設立からオーガニックビレッジ宣言に
至るまでの総合コンサルティング支援
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笠間市として有機農業産地づくり推進事業に取り組
む前年度より計画づくりに参画。長期的なビジョン
づくり、協議会の立ち上げ、事業計画の立案段階か
ら支援と助言をおこなう。

令和6年12月6日、オーガニックビレッジ宣言を発出
し、実証圃場で収穫された有機米が市内の一部学校
で給食に使用された。

支援事例：茨城県笠間市



担当OP：千葉康伸／川俣文人（民間稲作研究所）

有機水稲栽培実証圃場の通年監修と講師派遣
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市内学校給食を将来的に100％有機米に切り替える
ビジョンのもと、有機水稲栽培実証圃場の通年監修
を令和6年度より開始。

有機生産者1名、あらたに有機栽培に取り組む慣行
生産者２名の協力を得て実証圃場を展開し、民間稲
作研究所の川俣氏の指導のもと、年間5回の技術講
習会を実施予定。

支援事例：茨城県笠間市



担当OP：千葉康伸／木嶋利男ほか

実証圃場と連動した技術勉強会を通年で実施
有機農業の技術や知見を地域内に共有
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令和５年度から市内４圃場での人参の栽培実証を通年監修。
視察・報告会と連動し、緑肥活用や減肥などのテーマで技
術勉強会を実施。

農法に関わらず慣行生産者とも有機農業の優良な技術や知
見を共有できる場とすることで、広く有機農業への理解を
醸成し、市内農業全体がより循環型・地産地消に近づける
事業づくりを目指し、市と協働している。

支援事例：神奈川県相模原市



担当OP：高谷裕一郎／千葉康伸／木嶋利男

中山間地域コミュニティの再生を目指し、完熟
堆肥を核とした循環型農業モデルの構築を支援
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地域住民とともに中山間地域コミュニティの再生を
目指す「大和高原福住村プロジェクト」の一環とし
て、オーガニックビレッジの取り組みを支援。

地域の未利用資源をベースとした循環型農業モデル
の構築に向けて、完熟堆肥づくりの技術指導や、堆
肥舎の新規建設と稼働に向けた通年支援をおこなう。

支援事例：奈良県天理市
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その他の支援事例

兵庫県丹波市
有機農業に関心の高い著名人をゲストに迎え市民向け講演
会を企画。後半では市内生産者とのクロストークを実施、
また会場外でマルシェを同時開催することで、来場者に
とっての体験価値の最大化と、消費行動の変容を目指した。
マルシェは約30店舗が出店し、講演会は650名が参加。

令和5年度は３０地域、令和６年度は２９地域に対して支
援を実施中（令和6年12月現在。ヒアリングのみ実施した
地域や、委託事業で支援している地域を含む）

香川県三豊市
生産基盤づくりに向け、有機栽培未経験の生産者３名の参
加協力を得て、有機野菜実証圃場の通年監修を令和６年度
より開始。現地指導とオンラインサポートを併用し、土壌
分析の実施と解説、緑肥を活用した土づくり指導、作付け
計画のサポートなどを実施中。



参考：かながわオーガニックコミュニティ協議会のマニュアル作成サポート

「ニンジン有機栽培体系の確立及び作業の効率化の実証」
（グリーンな栽培体系への転換サポート）
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YouTubeチャンネルで「オーガニックプロデューサーセミナー」好評配信中

令和2-3年度農林水産省有機農産物安定供給体制構築事業のうち「オーガニックビジネス拡大支援事業」の一部として制作

お願いします！



お気軽にご相談ください

お問い合わせ先：

一般社団法人 次代の農と食をつくる会

事務局： 〒107-0052 東京都港区赤坂3-19-1 東京農村ビル4F
電話：050-8893-0159（平日10-18時） 担当：間宮
info@jidainokai.com ／ http://jidainokai.com/
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